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都市河川を利用したテーマ型授業について
―本学経済学部　健康・スポーツ実習「ディスカバー多摩川」の取り組み―
高　村　直　成
1 ．は じ め に
　中央大学経済学部では， 1年次，講義科目とし
て半期の健康スポーツ科学論（ 2単位），実技科
目として半期プラス半期の 1年間の実技授業（ 2
単位），計 4単位を健康・スポーツ科目を必修と
し， 2年次以降には 3単位を上限に卒業要件に算
入される選択科目として，学内実施可能種目によ
る半期授業（ 1単位），学外実習を伴う半期プラ
ス集中授業（ 2単位）を開講している。
　2013年から開講しているこの授業は， 2年次以
上の選択授業として位置づけられ，「多摩川」を
テーマとして，河口干潟での自然観察，中流域で
のカヌー・イカダを使った川下り，源流域での沢
登りハイキングなどの野外活動を行う。学内の定
時授業に加えて，週末や夏季休暇中に行う実習で
の体験を通して，技術や方法，安全管理といった
活動に直接関連する “実技的内容” だけではな
く，歴史，環境，地域おこし，社会における河川
の存在といった多摩川にまつわるさまざまな “複
眼的トピックス” について多くの切り口から学び
につなげていくことを目的としている。
2 ．授業の特徴
　健康 ･スポーツ実習という実技授業の位置づけ
ながら，特定のスポーツ種目に固定することな
く，「テーマ」を優先し，いろいろな活動を行う
授業構成である。身体的活動以外に複眼的な視点
を持つことで，学部専門教育や他分野の教養教育
と健康 ･スポーツ実習を結びつける可能性が考え
られる。また，半期定時の学内授業と 4回の学外
実習を反復して実施するため，感想文や複眼的ト
ピックスに関連して学習する課題を通して，学外
実習のフィードバックを定時の授業で行い，次回
の学外授業に生かすことができる。野外教育にお
いて継続して行う授業形態は中央大学では文学部
の布目による「トレッキング多摩」が行われてお
り，実績を上げている（渡邉ら 2011）。
3 ．授業スケジュール
1 ．ガイダンス
2．野外活動概論
3 ．服装・用具解説・フィールド・ノートの書き
方
4．干潟の自然観察について
　〔実習①〕 5月中旬
河口干潟の自然観察（京浜急行大師線小島新田
周辺）
5 ．水辺活動の安全管理①　川の流れの構造・特
徴
６ ．水辺活動の安全管理②　ディフェンシブスイ
ミング ･レスキュー手順
７．水辺活動の安全管理③　パドリングの基礎
８．水辺活動の安全管理④　転覆時の対応
　〔実習②〕 ６月初旬
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中流域カヤックツーリング（青梅市釜の淵公園
より）
９．いかだレースについて
10．いかだ作り①　構造の検討
11．いかだ作り②　船体の組み立て，試乗
12．いかだ作り③　パドル組み立て，試乗
　〔実習③〕 ７月中旬
　狛江市手作りいかだレース（和泉多摩川周辺）
13．源流探検ハイキングについて
14．マップアンドコンパス・登山準備
15．食糧計画・装備計画・テント設営
EX．事前：食料・装備配布・事後：装備返却
　〔実習④〕 ８月上旬
　源流探検ハイキング（笠取山周辺）
4 ．各学外実習の概要
　実習①河口干潟自然観察
　川崎市川崎区側に位置する多摩川河口干潟にて
自然観察を行う。緊急時の避難方法，水分補給に
ついてなどの確認を行ったのち活動を開始する。
学生のほとんどは，干潟に入ったことすらないの
で，まずは環境になれることから始める。自然観
察という活動であるため，学生は生き物を捕まえ
て観察するという方法を取りがちであるが，まず
は，一人ずつバラバラに散らばり，静かに動かず
いることで，隠れていたカニやゴカイの仲間など
が動き始める。捕まえて観察ケースで詳細を見る
ことも大切であろうが，生き物の素顔を見るとい
う視点で場を俯瞰することも大切である。
・10分間一人でじっと気配を消して “場” を五
感で感じてみる。
・1 m2の区画内の生き物を砂泥の中から見つ
け観察する（場所を変えて数か所）。
・現地で採取し調理したしじみ汁を味わう。
　複眼的トピックスとして，干潟の生き物の多様
性，河口で採取される水産物の放射線量，潮干狩
りと漁業権をあげる。カニなど，表面的によく目
立つ生き物ばかりでなく，泥の中には実にたくさ
んの生物がいることを発見する。自然観察という
活動からすると主眼的となるが，スポーツ実技授
業という身体活動を主目的と考えるならば，生物
多様性を知ることは，それに付随した複眼的な内
容といえる。放射性物質については，東京都産業
労働局から発表されている，水産物の放射線量測
定結果を示し，学生に “食べる・食べない” の判
断をゆだねる。
　実習②カヤックツーリング
　青梅市釜の淵公園をスタートとして，インフ
レータブルカヤック（空気で膨らませるタイプの
ポリ塩化ビニル製のカヤック）でのリバーツーリ
ングを行う。川下りの前に，川での活動の内容に
ついてブリーフィングを行い，ディフェンシブス
イミング（急流に落水した際に流れに逆らわず，
障害物をよけることを主眼として流れの緩やかな
場所に流れ着くという泳ぎ方），ロープレスキュー
（救助用の投げるロープを使用しての陸上からの
レスキュー方法）の方法を再度確認する。
　川の流れを横切るように歩いてみることで，水
の流れ，水圧の強さを体感する。流されたことを
想定して，実際にスローロープを使用して，“救
助される・救助する” 体験をする。また，川下り
中は距離や水の音などで声が通りにくい状況があ
るので，意思疎通の補助となるハンドサイン（リ
バーサイン）を説明する。隊列を組んで下るこ
と，瀬と瀞場の説明，ストレイナー，ラップ・ブ
ローチングなどの川の危険，釣り人がいた場合の
ポーテージなどの対応の説明を行ったのち川下り
を開始する。行程途中の安全が確認された岩場
で，飛び込みを行う。
・水圧を体験してみる。
　流れの中を歩く／流される
ディフェンシブスイミングとロープレス
キュー
・流れのある川をカヤックで下る。
・岩から飛び込み。
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　時期的に，アユ釣りの解禁と重なる場合があ
り，複眼的トピックスとして，河川でのレクリ
エーションのあり方について，釣り人との共存や
遊漁券や，水産資源の管理などについて考える。
また，羽村取水堰を挟んでの水質の変化を体感
し，利水と河川環境の維持・玉川上水の歴史につ
いて学ぶ。
　実習③手作りいかだレース
　狛江市で開催される手作りいかだレースに授業
の一環として参加する。このレースは平成 2年に
狛江市制施行20周年を記念して開催され，平成29
年は第27回の大会となる。町おこしイベントとし
て，市の主催で始まったレースで，現在は，実行
委員会方式をとっているが，市の職員を中心に，
市長もレースに参加するなど，自治体のかかわり
が深いイベントになっている。イカダは，学生の
アイデアで構造を決定し，学内で伐採した孟宗竹
を使い，古タイヤチューブを浮力として作成す
る。プールでの試乗，練習を行い，本番に備え
る。
　複眼的トピックスとしては，狛江市の町おこし
および地域交流イベントとしてのレースへの理
解，大会運営と安全管理，さらに，かつて多摩川
が決壊し被害が出た場所に実際に立ち，調布取水
堰と狛江水害について考える。
　実習④源流探検ハイク
　多摩川138kmの源流となっている，山梨県甲
州市と埼玉県秩父市にまたがる笠取山の山頂下に
ある水干を目指し，沢登りをする。早朝からのハ
イキングに備え一之瀬高原にて幕営し，未明より
ハイキングを開始する。登山道から沢に入り，水
干まで源流を詰める。笠取山頂を経て一之瀬から
丹波山（のめこい湯）へ全行程約25kmを徒歩。
　笠取山一帯は，山梨県でありながら，東京都水
道局が多摩川水系の水源林として，森林を整備管
理している。登山道には，森を守る必要性や，植
林についてなどところどころに配置された看板に
よって情報提供がされている。植林などのほか，
シカの食害に対処するために，木の幹に保護ネッ
トが巻かれていたり，シカの移動を制限するネッ
トなどが設置されている。実態を見ることで，水
源林保護の意義について，また，水利などについ
ての学びにつなげる。
5 ．アンケート調査
　千足ら（2012）の作成した海洋リテラシー調査
用紙を参考に，「河川リテラシー調査用紙」を作
成し，2014年度の受講生 ８名，2017年度受講生 3
名を対象に初回授業時に受講前調査，最終授業時
（源流探検ハイキング装備返却時）に受講後調査
を行った。同様に，坪井ら（2004）が行った SD
法を用いた河川イメージの分析で用いられた20個
の形容詞対からなる河川イメージ調査を受講前後
に行った。受講前と受講後の得点について，IBM
SPSSStatistics25を使用し，対応サンプルによる
Wilcoxon の符号付き順位検定を行った。分析対
象は事前事後の 2回の調査を完了した10名とし
た。
　その結果，河川リテラシー調査の合計得点は受
講前後で有意に変化し（表 1），また， ９つの下
位尺度のうち，河川での活動能力，河川との関係
について説明する力，環境と生態系について説明
する力，船にかかわる知識と技術，河川での現象
と危険性について説明する力，資源と社会的背景
について説明する力の得点が有意に変化した（図
1）。また，多摩川に対するイメージ（図 2）
は，形容詞対について 1点から 5点の得点化を行
い，受講前，受講後の比較を行った。太字で示す
ものにおいて得点に有意差が認められ，イメージ
は概ねポジティブな方向に変容をしたといえる。
表 1　河川リテラシー調査合計点の平均と標準偏差
　mean＊　 　sd　
受講前 125.3 32.87
受講後 168.3 24.19
＊ｐ＜ .05
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河川での活動能力＊
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4
環境と生態系について説明する力＊
河川との関係について説明する力＊
資源と社会的背景について説明する力＊
河川での現象と危険性について説明する力＊
受講前 受講後
船にかかわる知識と技術＊
河川での活動経験
河川に対する感情
河川の必要性についての理解
＊p＜.05
図 1　河川リテラシー下位尺度の変化
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図 2　多摩川のイメージ調査
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6 ．お わ り に
　各実習後に提出された学生の感想文から，初め
ての体験を通しての学びに関連した文章を紹介す
る。
　「多摩川が身近にありながら，なかなか多摩
川にふれあえない人もいます。〈中略〉いかだ
レースを通して，多摩川と交流し地域の人たち
とも交流できることはとても素晴らしいです。
川でできることは限られていますが，多摩川の
自然と共存できる，安全で楽しいイベントが今
後も催されたら地域の活性化も進むと思いま
す。」
　「川の流れは想像していたよりも早く，また
腰くらいの深さになると，ほとんど身動きがと
れないほど流れが強いことを知りました。〈中
略〉また以前は人ひとりくらい救助できると
思っていましたが，実際の川では自分の身の安
全を確保するのが精いっぱいで，救助活動など
自殺行為であることを，身をもって感じまし
た。」
　「源流を登って山頂まで行くという経験は人
生で初めてでした。途中で靴下も擦り減ってし
まい，とても大変な思いをしました。〈中略〉
長い道のりを歩いた後に源流にたどり着いたと
きには，その小ささに驚きました。そして，源
流というくらいなのでもっと荘厳な雰囲気を期
待していたので拍子抜けしてしまいました。」
　都内を流れる川であり，多摩地域に立地する中
央大学の学生にとって，多摩川の存在は決して遠
いものではないはずである。しかし，子ども時代
の外遊びが減少し，川で遊ぶ機会は，河原での
BBQを除けば，ほとんどないという現状に加え
て，かつて死の川といわれ，人が寄り付かなかっ
た多摩川においては，存在こそ身近であれ，それ
は眺める対象であり，水に入って活動するという
機会は，授業を受講しなければ得ることができな
かったことであろう。
　夏場の水の事故の多くは川で発生していること
を鑑みると，水圧を体験し，河川での活動を学ぶ
ことは，事故防止につながる。また，次世代に川
遊び文化を継承する意味でも重要な役割を果たし
ていると考えている。
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